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⼈⼯知能ＡＩが⼩説を書きニュースも書く そんな世の中が近づいているようだが 
 
ＡＩに学習をさせるとあっとい
う間にニュース記事を仕上げて
しまう。そんな内容が本⽇の⽇
本経済新聞で報じられている。 
 
ＡＩに多くの⽂章を学習させる
と、そこから⽂章を書くに⼗分
な情報を得、それを必要に応じ
て引き出して⽂章を作成する。
出来上がった⽂章はまるで私た
ちが普段接するような、⼀⾒問
題が感じられない⽂章である。 
 
しかし、ＡＩといえども万能で
はない。データベースにない情
報はどのように得るのだろう。
おそらくはもっともらしい単語
や動詞を適当にあてはめて⽂章
を完成することになるだろう。 
 
従って、出来上がった⽂章は⼀
般⼈が⾒ても何ら問題を感じな
いということになる。これを 
「偽ニュース」と記している。 
 
ＡＩに倫理を教育できるか。 
これを教育するには倫理とは何かの枠組み作りが必要である。ＡＩには「知らないことを知
ったかぶりしない」「広く情報を獲得し、偏った情報に基づく判断をしない」「⼈の喜び、悲
しみの感情を理解できるように」「ＡＩへ指⽰が出されたとき、その指⽰に従ってよいかど
うかの判断をする」など、⼈間に必要とされる、あるいはそれ以上の能⼒がＡＩには求めら
れる。⼈間は不完全なものであるが、ＡＩは不完全であることは許されない。 


